
（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
）
第
五
百
七
十
七
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
基

づ
き
が
ん
原
性
が
あ
る
物
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
は
、
同
令
第
十
二
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
対
象
物
の
う
ち
、
日
本
産
業
規
格
Ｚ
七
二
五
二（
Ｇ
Ｈ
Ｓ
に
基
づ
く
化
学
品
の
分
類
方
法
）

の
附
属
書
Ｂ
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
国
が
行
う
化
学
物
質
の
有
害
性
の
分
類
の
結
果
、
発
が
ん
性
の
区
分
が
区
分

一
に
該
当
す
る
物
（
エ
タ
ノ
ー
ル
及
び
特
定
化
学
物
質
障
害
予
防
規
則（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
九
号
）

第
三
十
八
条
の
四
に
規
定
す
る
特
別
管
理
物
質
を
除
く
。）で
あ
っ
て
、
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
当
該

区
分
に
該
当
す
る
と
分
類
さ
れ
て
い
る
も
の
（
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に

お
い
て
当
該
区
分
に
該
当
し
な
い
と
分
類
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。）と
す
る
。
た
だ
し
、
事
業
者
が
当
該
物
質
を
臨

時
に
取
り
扱
う
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
）
第
五
百
七
十
七
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
基

づ
き
が
ん
原
性
が
あ
る
物
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
は
、
同
令
第
十
二
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
対
象
物
の
う
ち
、
日
本
産
業
規
格
Ｚ
七
二
五
二（
Ｇ
Ｈ
Ｓ
に
基
づ
く
化
学
品
の
分
類
方
法
）

の
附
属
書
Ｂ
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
国
が
行
う
化
学
物
質
の
有
害
性
の
分
類
の
結
果
、
発
が
ん
性
の
区
分
が
区
分

一
に
該
当
す
る
物
（
エ
タ
ノ
ー
ル
及
び
特
定
化
学
物
質
障
害
予
防
規
則（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
九
号
）

第
三
十
八
条
の
四
に
規
定
す
る
特
別
管
理
物
質
を
除
く
。）で
あ
っ
て
、
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
当
該

区
分
に
該
当
す
る
と
分
類
さ
れ
て
い
る
も
の
（
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に

お
い
て
当
該
区
分
に
該
当
し
な
い
と
分
類
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。）と
す
る
。
た
だ
し
、
事
業
者
が
当
該
物
質
を
臨

時
に
取
り
扱
う
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

別
表
第
２
（
第
２
条
関
係
）

別
表
第
２
（
第
２
条
関
係
）

物
の
種
類

令
第
18条
第
３
号
の
含

有
量
（
重
量
パ
ー
セ
ン

ト
）

令
第
18条
の
２
第
３
号

の
含
有
量
（
重
量
パ
ー

セ
ン
ト
）

物
の
種
類

令
第
18条
第
３
号
の
含

有
量
（
重
量
パ
ー
セ
ン

ト
）

令
第
18条
の
２
第
３
号

の
含
有
量
（
重
量
パ
ー

セ
ン
ト
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報
〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
七
十
二
号

労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
）
第
五
百
七
十
七
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
労
働
安
全
衛
生
規
則
第
五
百
七
十
七
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
が
ん
原
性
が
あ
る
物
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が

定
め
る
も
の
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
（
令
和
七
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

表
改
正
前
欄
の
「
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
当
該
区
分
に
該
当
す
る
と
分
類
さ
れ
た
も
の
」
を
「
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
当
該
区
分
に
該
当
す
る
と
分
類
さ
れ
た
も
の
」
に
改
め
、
同
表
改
正
後

欄
の
「
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
当
該
区
分
に
該
当
す
る
と
分
類
さ
れ
た
も
の
」
を
「
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
当
該
区
分
に
該
当
す
る
と
分
類
さ
れ
て
い
る
も
の
（
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
当
該
区
分
に
該
当
し
な
い
と
分
類
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。）」
に
改
め
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
七
十
三
号

労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
）
第
五
百
七
十
七
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
労
働
安
全
衛
生
規
則
第
五
百
七
十
七
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
が
ん
原
性
が
あ
る
物
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が

定
め
る
も
の
（
令
和
四
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
七
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
十
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
七
十
四
号

労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
三
百
十
八
号
）
第
十
八
条
第
三
号
及
び
第
十
八
条
の
二
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
第
十
八
条
第
三
号
及
び
第
十
八
条
の
二
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労

働
大
臣
の
定
め
る
基
準
（
令
和
五
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
四
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
十
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎


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